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　口腔内スキャナーと CAD/CAMとのパッケージは、印象材と石膏模型を不要とすることによって、歯科医師・歯科技工
士の待機時間を大きく短縮することを可能にし、歯冠補綴におけるOne Day Treatment を現実のものとするに至った。そ
してこの革命的な技術の導入によって起きた補綴治療におけるパラダイムシフトは、歯科医療の在り方さえも変えようとし
ている。インプラント治療においては、口腔内スキャナーは単なる補綴装置の印象採得に用いられるだけでなく、術前検査
においても口腔内スキャナーでスキャンした画像データは、研究用模型に取って代わるものとなり、それに続く埋入手術の
シミュレーション診断にも活用されている。上記のように、昨今は、補綴主導型インプラント治療のデジタルワークフロー
も確立されつつある。埋入手術後の補綴治療のステップにおいても口腔内スキャナーと CAD/CAMが活用されており、チ
タンやジルコニアを多用するインプラント治療においては、デジタルワークフローの活用は、より効率的な治療手技と言え
る。しかしながら、口腔内スキャナーも精度の点から万能というわけではなく、従来通りの印象採得とのハイブリッドで治
療を進めたほうが効率的な治療手技もある。本講演においては、治療時間の短縮ならびに術者と患者双方のストレス軽減に
つながる口腔内スキャナーの効率的な活用法をエビデンス・ベースで紹介する。さらには、近年国内でも普及しつつあるダ
イナミックナビゲーションの活用法についても言及したい。
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補綴治療・インプラント治療におけるデジタルワークフロー
Digital workflow for prosthodontic and implant therapy


